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分類

名称

指定数

機能区分

主な役割

都道府県がん診療連携拠点病院

大阪府立成人病Ｃ

府内のがん医療の水準向上や均てん化をけん引

５大学医学部附属病院

高度先進医療の提供、人材育成、人材派遣

８病院

圏域におけるがん診療のけん引役、地域連携の中心的役割

府指定

拠点病院

大阪府指定がん診療拠点病院

４６病院

国拠点病院と連携し、地域の一般病院、かかりつけ医等との

連携強化を図り、地域のがん医療の向上を目指す

国指定

拠点病院

地域がん診療連携拠点病院

特定機能

病院
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分類

名称

指定数

機能区分

主な役割

都道府県がん診療連携拠点病院

大阪府立成人病Ｃ

府内のがん医療の水準向上や均てん化をけん引

５大学医学部附属病院

高度先進医療の提供、人材育成、人材派遣

８病院

圏域におけるがん診療のけん引役、地域連携の中心的役割

府指定

拠点病院

大阪府指定がん診療拠点病院

４６病院

国拠点病院と連携し、地域の一般病院、かかりつけ医等との

連携強化を図り、地域のがん医療の向上を目指す

国指定

拠点病院

地域がん診療連携拠点病院

特定機能

病院



第１回がん診療拠点病院部会の開催趣旨について


■がん診療の実績,など一定の機能を具備した医療機関を国拠点病院に指定。


■大阪オンコロジーセンター支援構想を基に、二次医療圏に複数の国拠点病院を指定。


■国拠点病院に準じた機能を具備した医療機関すべてを、府拠点病院として指定。
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資料２





（国の動き）


■第２期がん対策推進計画で、「分野別施策と個別目標」で拠点病院のあり方の検討を明記。


➢　がん患者がその居住する地域にかかわらず等しく質の高いがん医療を受けられるよ


う、3年以内に拠点病院のあり方を検討し、5年以内にその機能を充実させる。


※がん診療提供体制のあり方に関する検討会（4回）、同ワーキンググループ（4回）





















































■現在の状況


　府においては、国通知を受けて、府内拠点病院に対して新規申請、及び更新手続きを周知・依頼する予定であるが、現在までに、国からの通知は発出されていない。





第4回検討会にて示された（案）　※ＨＰの公表資料より抜粋


【課題と対応案】


①拠点病院間の格差の存在


→人材配置要件、診療実績要件等の強化、相談支援体制の充実によるさらなる質の向上及び一定の集約化


②拠点病院未設置の空白の２次医療圏の存在


　→緩和ケア、相談支援及び地域連携等の基本的がん診療を確保した「地域がん診療病院（仮称）」の新設。


③特定のがん種に特化した診療を行う病院の存在


→特定のがん種に対し高い診療実績を持ち、都道府県内で拠点的役割を果たす「特定領域がん診療病院（仮称）」の新設


④がん診療提供体制に関するPDCA体制の構築


→国立がん研究センター、都道府県拠点病院による各拠点病院への実施調査等


→各拠点病院での院内のPDCAサイクルの確保


（患者QOL把握・評価等による組織的改善と実施状況の報告・広報体制の整備等）





（大阪府の方針（案））


■拠点病院の新規推薦・更新の手続きについては、国の検討結果を受け、がん対策推進委員会（がん診療拠点病院部会）において府の方針を審議・決定した上で実施すべきところ。


■しかしながら、国からの通知を待って当該部会を開催した場合、府が拠点病院に対して周知・依頼し始めてから、申請書類の作成、申請種類の審査に要する日程を十分に確保することが困難な状況である。（平成25年度末に更新期限を迎える国拠点病院：10病院）


■こうしたことから、先に本部会を開催し、予め方向性を整理することで、迅速な事務対応を図るものである。








